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章章章 1: 重重重要要要ななな情情情報報報

安安安全全全注注注意意意事事事項項項

通通通告告告: 製製製品品品ののの設設設置置置おおおよよよびびび操操操作作作
本製品は、明示されている指示に必ず従って設置
および操作してください。作業指示を守らない
と、怪我をしたり、ボートが損傷したり、製品の
性能が十分に発揮されないことがあります。

通通通告告告: 発発発火火火源源源ののの可可可能能能性性性
この製品は危険な大気環境、または引火性の高い
場所で使用するための承認を受けていません。
機関室や燃料タンク付近など、危険な環境や引火
性の高い場所には絶対に設置しないでください。

通通通告告告: 高高高電電電圧圧圧
この製品は高電圧製品です。調整を行うには、正
規のサービス技術者のみが使用できる特別な修理
手順と工具が必要になります。ユーザーが点検や
調整を行える部品はありません。オペレータは
絶対にカバーを外したり、自分で製品の修理を
試みないでください。

通通通告告告: 正正正ののの接接接地地地シシシススステテテムムム
正の接地を使用しているシステムにこのユニット
を接続しないでください。

通通通告告告: 電電電源源源ををを切切切るるる
この製品の設置を開始する前に、船舶の電源の
スイッチがオフになっていることを確認してく
ださい。本書で特記されていない限り、電源が
入った状態で機器を接続、または切断することは
おやめください。

警警警告告告: トトトララランンンスススデデデュュューーーサササケケケーーーブブブルルル
トランスデューサケーブルを切断、短縮、接合
したり、コネクタを取り外したりしないでくだ
さい。 切断されたケーブルは修理できません。
ケーブルを切断すると、保証も無効になります。

警警警告告告: 電電電源源源ののの保保保護護護
この製品を設置する際は、電源が適切な定格
ヒューズまたは自動遮断器などによって十分に保
護されていることを確認してください。

警警警告告告: 点点点検検検修修修理理理ととと保保保守守守
この製品には使用者が点検修理できる部品はあり
ません。保守や修理はすべて Raymarine認定販
売店にお問い合わせください。 無許可で修理す
ると、保証が無効になることがあります。

警警警告告告: クククリリリーーーニニニンンングググ
本製品をクリーニングする際は、以下の点に注
意してください。

• ディスプレイ画面を乾いた布で拭かないでくだ
さい。画面のコーティングに傷が付きます。

• 研磨剤や酸性の、またはアンモニアが入ったク
リーニング剤を使用しないでください。

• ジェットウォッシュは使用しないでください。

警警警告告告: 結結結露露露
特定の大気条件によっては、ユニットの窓に結
露が起きることがあります。結露によってユ
ニットがダメージを受けることはなく、ユニッ
トの電源を入れて少し時間がたつと、自動的に
消失します。

水水水ののの侵侵侵入入入
水の浸入に関する免責
この製品の防水加工等級は IPX6標準を満たしていますが、商
業用高圧洗浄を受けた場合、水の浸入やそれに伴う機器障害
が発生することがあります。 Raymarine では、高圧洗浄を
受けた製品の保証はいたしかねます。

免免免責責責
Raymarineはこの製品に誤りがないこと、または Raymarine
以外の個人、または事業体によって製造された製品と互換性
があることを保証しません。
Raymarineでは本製品を使用したこと、または使用できない
こと、他社が製造した製品とやり取りをする、または製品で
使用されている、あるいはサード パーティによって使用ま
たは提供されている情報にエラーがあったことに起因する損
傷や負傷に対して責任を負いません。

EMC 設設設置置置ガガガイイイドドドララライイインンン
Raymarineの機器および付属品は、機器間の電磁干渉、およ
びそのような干渉がシステムの性能に及ぼす影響を最小限に
抑えるため、適切な電磁適合性 (EMC)規制に従っています。
EMCの性能に障害を来たさないためにも、正しく設置するこ
とが必要です。
最最最適適適ななな EMC 性能を確保するため、可能な限り次の条件を
守ることをお勧めします。

• Raymarine機器とケーブルを接続する際は、次の点に注意
してください。

– 無線信号を伝送する機器、またはケーブルとの間隔を
1 m (3 フィート)以上空けてください (VHF無線、ケーブ
ル、アンテナなど)。 SSB 無線の場合は、距離を 2 m(7
フィート) に広げてください。

– レーダービームの経路からは 2 m (7 フィート)以上離し
てください。レーダービームの広がり角範囲は、一般に
放射素子の上下 20 度とされています。

• この製品には、エンジン始動に使用するセパレート型バッ
テリが付属しています。これにより、エンジン始動にセパ
レート型バッテリが用意されていない場合に生じることが
ある異常動作やデータの損失を防ぐことができます。

• Raymarine指定のケーブルを使用してください。

• 設置マニュアルに詳しい方法が記載されていない限り、ケー
ブルを切断したり延長したりすることはやめてください。

注注注意意意: 設設設置置置上上上ののの制制制約約約ににによよよりりり、、、上上上記記記ののの推推推奨奨奨事事事項項項ををを実実実行行行ででできききななないいい
場場場合合合ははは、異なる電気機器間の距離を最大限に空けて、設置
手順の始めから終わりまで EMCの性能に最適な条件を確保
するよう心がけてください。

抑抑抑制制制フフフェェェララライイイトトト
Raymarineのケーブルには抑制フェライトが取り付けられて
いるものがあります。 抑制フェライトは、EMC 性能を正常
に保つために大切な働きをします。 なんらかの理由（例：
設置または保守作業時）で、フェライトを取り外す必要があ
る際には、製品をご使用になる前に必ず元の場所にフェライ
トを取り付けてください。
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正規の Raymarine 販売店で販売する、純正部品のフェライ
トのみをご使用ください。

そそそののの他他他ののの機機機器器器へへへののの接接接続続続
Raymarine 社製品以外のケーブルにフェライトを使用する
場合の必要条件
Raymarine から支給されたケーブル以外を使って、お手元
の Raymarine 機器をその他の機器に接続する場合には、
Raymarine ユニット周辺のケーブルに必ず抑制フェライト
を 取り付けてください

適適適合合合宣宣宣言言言
Raymarine UK Ltd. は、本製品が EMC指令 2004/108/ECの必
須条件を満たしていることを宣言します。
適合宣言証明書の原本は、 www.raymarine.comの該当する製
品ページをご覧ください。

製製製品品品ののの廃廃廃棄棄棄
この製品は WEEE指令に従って廃棄してください。

WEEE (電気電子機器廃棄物)指令では、電気電子機器廃
棄物のリサイクルが義務付けられています。 Raymarine 製
品の中には WEEE 指令の適用対象にならないものもありま
すが、Raymarineではこの方針をサポートしております。お
客様にもこの製品の廃棄方法についてご理解いただきますよ
うお願いいたします。

保保保証証証登登登録録録
Raymarine製品の所有権を登録するには、www.raymarine.com
にアクセスしてオンライン登録手続きを行ってください。
保証サービスを受けるには、ご購入した製品を登録しておく
必要があります。製品のパッケージにはシリアル番号を示す
バーコードラベルが付いています。お手元の製品を登録する
際には、このシリアル番号が必要になります。ラベルは、将
来の使用に備えて大切に保管してください。

IMO おおおよよよびびび SOLAS
本書に記載の機器は、レジャー用ボート、および国際海事機関
(IMO)や海上における人命の安全のための国際条約 (SOLAS)
の対象になっていない作業船での使用を目的としています。

技技技術術術的的的正正正確確確さささ
弊社が把握している限り、本書に記載の情報は制作時点で正
確な情報です。ただし Raymarineでは、誤りや脱落が含まれ
ていても、一切責任を負いかねます。また、継続的に製品改良
を重ねる方針により、仕様が通知なしに変更される場合があ
ります。このため Raymarineでは、製品と本書の間に相違が
あっても、責任を負うことはできかねます。Raymarine Web
サイト (www.raymarine.com)を調べて、お使いの製品の最新
版のドキュメントがお手元にあることをご確認ください。
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章章章 2: ハハハンンンドドドブブブッッッククク情情情報報報

目目目次次次
• 2.1 ハンドブック情報 ( 10 ページ)

ハンドブック情報 9



2.1 ハハハンンンドドドブブブッッッククク情情情報報報
このハンドブックには、お使いの Raymarine計器ディスプレ
イに関する重要な情報が記載されています。

i60 ハハハンンンドドドブブブッッッククク
次のハンドブックは、お使いの製品に関するハンドブック
です。

ハハハンンンドドドブブブッッッククク

説説説明明明 品品品番番番

Mounting and getting started (装着
およびスタート)

88010

設置および操作説明書 81342

取付テンプレート 87130

i60 計計計器器器ののの範範範囲囲囲
Raymarineの i60計器は、次の型式で構成されています。

TackTrue/AppDisplay VMG TackTrue/AppDisplay VMG

1 2

D12549-1

項項項目目目 説説説明明明 品品品番番番

1 i60 アナログ風向
風速計器

E70061

2 i60アナログ詰め開
き風向風速計器

E70062

i60 風風風向向向風風風速速速
i60風向風速計器では 360ºの風速スケールが提供されており、
単独ユニットとして使用することも、SeaTalkまたは SeaTalkng
ネットワークの一部として使用することもできます。

i60 詰詰詰めめめ開開開ききき風風風向向向風風風速速速
i60詰め開き風向風速計器には、船舶の船首および船尾に関し
て 20º～ +60ºの拡張表示機能が用意されています。i60詰め
開き風向風速は、SeaTalk または SeaTalkng ネットワークの
一部として使用する必要があります。
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章章章 3: 設設設置置置ののの計計計画画画

目目目次次次
• 3.1 設置チェックリスト ( 12 ページ)

• 3.2 システム統合 ( 13 ページ)

• 3.3 標準的なシステム ( 14 ページ)

• 3.4 システム プロトコル ( 16 ページ)

• 3.5 付属部品 ( 16 ページ)

• 3.6 必要な工具類 ( 17 ページ)
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3.1 設設設置置置チチチェェェッッックククリリリススストトト
設置には次の操作が必要になります。

設設設置置置タタタスススククク

1 システムのプランを作成する

2 必要なすべての機器と工具を揃える

3 すべての機器を配置する

4 すべてのケーブルの経路を決定する。

5 ドリルでケーブル穴と取り付け穴を開ける。

6 すべての機器を接続する

7 すべての機器を定位置に固定する。

8 システムの電源を投入し、テストを行う

12 i60



3.2 シシシススステテテムムム統統統合合合

2 3

6

4 51

D12395-1

項項項目目目 装装装置置置ののの種種種類類類 最最最高高高数数数量量量 適適適切切切ななな装装装置置置 接接接続続続

1 i60風向風速、詰め開き
風向風速計器

SeaTalkng バスの帯域幅
と動力荷重から判断

• i60風向風速

• i60詰め開き風向風速

• SeaTalkng

2 SeaTalk計器ディスプレ
イ

SeaTalkngバスの帯域幅
と動力荷重から判断

• i40

• ST40

• ST60+

• オプションの SeaTalk1
― SeaTalkng コン
バータを接続した
SeaTalkng

3 SeaTalkng 計器ディスプ
レイ

SeaTalkng バスの帯域幅
と動力荷重から判断

• i50

• i60

• i70

• ST70

• ST70+

• SeaTalkng

4 SeaTalkng パイロットコ
ントローラ

SeaTalkng バスの帯域幅
と動力荷重から判断

• ST70

• ST70 +

• p70

• p70R

• SeaTalkng

5 SeaTalkng 多機能ディス
プレイ

6 • Raymarine多機能ディ
スプレイ

• SeaTalkng

6 Raymarine風向風速トラ
ンスデューサおよび
Rotavecta

• 風見トランスデュー
サ(x1)または

• Rotavecta風向風速ト
ランスデューサ(x1)

• 短アーム風見トラン
スデューサ

• 長アーム風見トラン
スデューサ

• 短アームマストヘッ
ド風向風速トランス
デューサ

• 長アームマストヘッ
ド風向風速トランス
デューサ

• Rotavecta風向風速ト
ランスデューサ

Raymarine トランス
デューサ接続

設置の計画 13



3.3 標標標準準準的的的なななシシシススステテテムムム
一連の計器は、直接 SeaTalkng ネットワークに接続できます。計器はまた、SeaTalk － SeaTalkng アダプタ ケーブルを使
用して、SeaTalk システムに接続することもできます。

SeaTalkng シシシススステテテムムムののの基基基本本本的的的ななな接接接続続続例例例SSMMAARRTTPPIILLOOTT
D12373-1

12 V / 24 V dc 12 V dc

SeaTalkng 

1 2

6

10 11

8 9

5

7

3

4

1 SeaTalkng 計器ディスプレイ

2 SeaTalkng パイロットコントローラ

3 i60風向風速計器

4 Raymarine風見トランスデューサ

5 Raymarine多機能ディスプレイ

6 12 / 24 V dc 電源

7 Raymarineコースコンピュータ (12 V dc電力を SeaTalkng ネッ
トワークに供給)

8 i50 速度計器

9 i50 深度計器

10 速度トランスデューサ

11 深度トランスデューサ

SeaTalkng シシシススステテテムムムののの拡拡拡張張張型型型接接接続続続例例例 SSMMAARRTTPPIILLOOTT 12 V

D12374-1

10

12

11 11

1 2 2 3 4 5

17

6 7 8

16

9

11

151413

18 19
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1 SeaTalkng パイロットコントローラ

2 SeaTalkng 計器ディスプレイ

3 フラックスゲートコンパス

4 舵リファレンス

5 Raymarineコースコンピュータ (12 V dc電力を SeaTalkng ネッ
トワークに供給)

6 12 / 24 V dc 電源

7 Raymarine AISトランシーバ

8 Raymarine SeaTalkng GPS

9 落水者救助

10 SeaTalk - SeaTalkng コンバータ

11 SeaTalkng 5方向ブロック

12 Raymarine多機能ディスプレイ

13 エンジンデータ (DeviceNetアダプタケーブル経由)

14 i60風向風速計器

15 i50 深度計器

16 i50 速度計器

17 Raymarine風見トランスデューサ

18 深度トランスデューサ

19 速度トランスデューサ

設置の計画 15



3.4 シシシススステテテムムムプププロロロトトトコココルルル
お手元の製品は多様な製品やシステムに接続して情報の共有
化を図れますので、システム全体の機能性が向上します。こ
れらの接続を行う場合、数々の異なるプロトコルを使用でき
ます。次のデータプロトコルを組み合わせることで、高速で
正確なデータ収集と送信が可能になります。

• SeaTalkng

• NMEA 2000

• SeaTalk

注注注意意意: お使いのシステムで、ここに記載したすべての接続タ
イプや計器が使用されるわけではありません。

Seatalkng
SeaTalkng (次世代型) は、互換性のある海洋計器や機器を接
続するための拡張プロトコルです。 以前の SeaTalk および
SeaTalk2 プロトコルの代わりとなります。
SeaTalkng は、1つのバックボーンでスプールを使用して互換
性のある計器を接続します。 データと電力はバックボーン
内で運ばれます。 低電力装置はネットワークから電源供給
を受けることができますが、高電流機器の場合は別途電源接
続が必要です。
SeaTalkng は NMEA 2000を独自に拡張させた実績ある CANバ
ステクノロジです。適切なインターフェイスまたはアダプタ
ケーブルを使用することで、互換性のある NMEA 2000および
SeaTalk / SeaTalk2 装置も接続することができます。

NMEA 2000
NMEA 2000は NMEA 0183と比べ、速度と接続性が大幅に改
善されています。 1つの物理バス上で同時に最大 50ユニット
の送受信を行うことができ、各ノードを物理的にアドレス指
定することができます。この規格は特に、あらゆるメーカー
の海洋電子部品から構成されたネットワーク全体で、標準化
されたメッセージタイプと形式を用いることによって共通の
バスで通信できるようにすることを念頭においています。

SeaTalk
SeaTalk is a protocol which enables compatible instruments to
connect to each other and share data.
The SeaTalk cable system is used to connect compatible
instruments and equipment. The cable carries power and data
and enables connection without the need for a central processor.
ネットワークに接続するだけで、追加の計器や機能を SeaTalk
システムに追加することができます。 SeaTalk機器は、適切
なインターフェイスを使用した場合、NMEA 0183規格経由で
他の SeaTalk以外の機器とも通信することが可能です。

3.5 付付付属属属部部部品品品

1 2

5 6

98

43

7

D12388-1

1 i60計器

2 正面べゼル

3 SeaTalk ― SeaTalkng アダプタ
ケーブル

4 SeaTalkng スプールケーブル

5 ガスケット

6 サンカバー

7 ドキュメントパック

8 SeaTalkngブランキングプラグ

9 取付ネジ (4本)
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3.6 必必必要要要ななな工工工具具具類類類
設設設置置置ににに必必必要要要ななな工工工具具具類類類

D12530-1

3

42

1 5

1 ポジドライブスクリュード
ライバー

2 やすり

3 92 mm (3.62インチ)のホール
カッター

4 粘着テープ

5 電気ドリル

設置の計画 17
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章章章 4: ケケケーーーブブブルルルととと接接接続続続部部部

目目目次次次
• 4.1 敷設時の一般的なガイダンス ( 20 ページ)

• 4.2 接続の概要 ( 20 ページ)

ケーブルと接続部 19



4.1敷敷敷設設設時時時ののの一一一般般般的的的なななガガガイイイダダダンンンススス

ケケケーーーブブブルルルののの種種種類類類ととと長長長さささ
適切な種類、および適切な長さのケーブルを使用すること
が大切です。

• 特に明記しない限り、Raymarineから支給されている正し
い種類の標準ケーブルのみを使用してください。

• Raymarine製ではないケーブルの場合は、品質と規格が適
切であることを確認してください。 たとえば電源ケーブ
ルが長くなると、伝送路の電圧降下を最小限に抑えるため
に、大きな番線が必要になることがあります。

ケケケーーーブブブルルルののの配配配線線線
ケーブルの性能と寿命を最大限に生かすために、ケーブルは
正しく配線してください。

• ケーブルを過度に折り曲げないようにしてください。可
能な限り、最小曲げ径 200 mm (8 インチ) / 最小曲げ半径
100mm (4 インチ) を確保してください。

100 mm (4 in)

200 mm (8 in)

• 物理的損傷が生じたり熱に触れたりすることがないように
すべてのケーブルを保護します。可能であれば被覆やコン
ジットを使用してください。ビルジや出入口、または移動物
体や熱い物体の近くにケーブルを配線しないでください。

• 結束ひもやケーブル結束バンドなどでケーブルを定位置に
固定してください。余分なケーブルは巻き取り、邪魔にな
らないように括ってください。

• むきだしの隔壁やデッキヘッドにケーブルを渡すときは、
適切な防水加工のフィードスルーを使用してください。

• エンジンや蛍光灯の近くにケーブルを配線しないでくだ
さい。

ケーブル経路を決めるときは、常に次の物から最大限に遠ざ
けることを心がけてください。

• 他の機器やケーブル

• 高電流が流れる AC / DC 送電線

• アンテナ

ススストトトレレレイイインンンリリリリリリーーーフフフ
十分なストレインリリーフ (張力緩和)を確保してください。
コネクタが引っ張られないように保護し、極限海面状況でも
抜けないことを確認してください。

ケケケーーーブブブルルル遮遮遮蔽蔽蔽
すべてのデータ ケーブルが適切に遮蔽されており、損傷が
ない (狭い場所を無理に通したためにこすれたりしていない)
ことを確認してください。

4.2 接接接続続続ののの概概概要要要
接続の際は、付属の SeaTalkng ケーブルコネクタとトランス
デューサケーブルコネクタをユニット背面に接続します。

SeaTalkng ののの接接接続続続
ユニットには、SeaTalkng ネットワークに接続するための 2つ
の SeaTalkng コネクタが背面に用意されています。

D12056-1

SeaTalkng ケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続
1. 本体裏の固定用環を回し、UNLOCKED (ロック解除)位置

に合わせます。
2. スプール ケーブルのエンドコネクタの向きが正しいこと

を確認します。
3. ケーブルコネクタをしっかりと差し込みます。
4. 固定用の環がロックする位置にかちりと (2 回) 収まるま

で、環を時計回りに回します。

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの接接接続続続
トランスデューサの接続は、i60風向風速計器にのみ適用され
ます。i60詰め開き風向風速計器はリピータディスプレイであ
るため、トランスデューサ接続は含まれていません。

i60 トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの接接接続続続

6

7

3

4

5

D12396-1

1

2

1 青 ローター +
(Rotavecta)

2 赤 ロータ ー–
(Rotavecta)

3 グレー 風 0 V (シールド)

4 黄色 風速計 (信号)

5 青 風向 (余弦/cos)
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6 緑 風向 (正弦/sin)

7 赤 風 V+

注注注意意意: コネクタ 1と 2は Rotavecta接続で、コネクタ 3～ 7
は風向風速トランスデューサ用です。

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの接接接続続続
トランスデューサケーブルは、クワガタ端子を用いることに
よってユニット背面に直接接続できますが、狭い開口部にケー
ブルを通して配線しなければならない場合など、設置しやすく
するためにはこれらを取り外さなければならないことがありま
す。取り外した部品を置き換えるには、1/8 (4mm)のメスのク
ワガタ端子が必要です (別売り)。新しいクワガタ端子を取り付
ける際は、下の詳細に従ってケーブルを準備してください。

3 mm

6 mm50 mm1

2

D12359-1

1. 上記 1 に従ってケーブルを準備します。
2. より線を折りたたみ、上記 2 のように新しいクワガタ端

子に差し込みます。
3. より線がクワガタ端子の背面からはみ出ないように注意

してください。
4. 端子をワイヤに圧着固定します。

iTC-5 ののの接接接続続続
トランスデューサは、Raymarineの計器トランスデューサコ
ンバータ (iTC-5)および i70計器を使用して SeaTalkng ネット
ワークに接続し、続けてデータを i50 / i60ユニットでリピー
トさせることができます。

12 V

D12033-3

1 2 3 4

5

6 7 8

1 i50深度 (リピータ)

2 i70計器 (マスター)

3 i50速度 (リピータ)

4 i60風向風速 (リピータ)

5 iTC-5

6 深度トランスデューサ

7 風見トランスデューサ

8 速度トランスデューサ

注注注意意意: iTC-5に接続したトランスデューサは、i70 (マスター)
ユニットを使用してキャリブレーションを行う必要があり
ます。iTC-5に接続したトランスデューサを、i50 / i60を使
用してキャリブレーションすることはできません。

iTC-5 トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの接接接続続続
トランスデューサを iTC-5に接続する方法については、iTC-5
ハンドブックを参照してください。

電電電源源源接接接続続続
製品への電源供給には SeaTalkng ネットワークが使用され
ます。
SeaTalkng システムでは、1 台の 12 V DC 電源を SeaTalkng
バックボーンに接続する必要があります。次の接続方法があ
ります。

• 配電盤経由でバッテリを使用する。または

• SeaTalkまたは SeaTalkng システム経由の Raymarineコース
コンピュータを使用する。

電電電源源源接接接続続続ののの例例例

SeaTalkng 電電電源源源接接接続続続

SeaTalkng

D12391-1

12 V3

1 2

1 SeaTalkng 計器

2 SeaTalkng 計器

3 12 V DCの船舶電源

通通通告告告: 接接接地地地ははは不不不要要要
この製品は完全に絶縁されており、別途接地処理
を施す必要はありません。

通通通告告告: 正正正ののの接接接地地地シシシススステテテムムム
正の接地を使用しているシステムにこのユニット
を接続しないでください。

SeaTalk 電電電源源源ののの保保保護護護
電源は、5 Aのヒューズまたは同等の保護機能を有するサー
キットブレーカで保護されている必要があります。
Raymarineでは、電源接続点の各側から均等に電流が流れるよ
うに SeaTalkシステムを電源接続することをお勧めします。

SeaTalk 電電電源源源ケケケーーーブブブルルル

品品品番番番 説説説明明明

D229 SeaTalk電源ケーブル

SeaTalkng 電電電源源源ののの保保保護護護
電源は、5 Aのヒューズまたは同等の保護機能を有するサー
キットブレーカで保護されている必要があります。

ケーブルと接続部 21



Raymarineでは、電源接続点の各側から均等に電流が流れるよ
うに SeaTalkng システムを電源接続することをお勧めします。

SeaTalkng 電電電源源源ケケケーーーブブブルルル

品品品番番番 説説説明明明

A06049 SeaTalkng 電源ケーブル

SeaTalkng ののの接接接続続続
ユニットは、SeaTalkng ネットワークの一部として接続するこ
とができます。

12 V dc

SeaTalkng

D12531-1

1 1 2 3

4

5 6

7 8

1 i70 計器ディスプレイ
(SeaTalk)ng)

2 i60風向風速計器 (SeaTalk)ng)

3 Raymarine風見トランスデュー
サ

4 12 V dc電源

5 i50速度計器 (SeaTalk)ng)

6 i50深度計器 (SeaTalk)ng)

7 速度トランスデューサ

8 深度トランスデューサ

SeaTalkng のののケケケーーーブブブルルル敷敷敷設設設

SeaTalkng ケケケーーーブブブルルルおおおよよよびびびコココネネネクククタタタ

接接接続続続 /ケケケーーーブブブルルル 備備備考考考

バックボーンケーブル (各
種長さ)

データを運ぶ主なケーブ
ル。バックボーンからのス
プールを使用して SeaTalkng装
置を接続します。

T字型コネクタ 装置が接続されているバック
ボーンに分岐を作ります。

ターミネータ バックボーンの一端で必要
です。

接接接続続続 /ケケケーーーブブブルルル 備備備考考考

スプールケーブル 装置接続に使用します。装
置はデイジーチェーン接続
することも T字型コネクタ
に直接接続することも可能
です。

SeaTalkng 5方向コネクタ ケーブルを分岐、分割した
り、 SeaTalkngネットワーク内
で追加接続部を設ける際に
使用します。

Seatalkng ののの電電電源源源
SeaTalkng バスには 12 V の電源が必要です。 次の方法での
電源供給が可能です。

• Raymarine SPX コース コンピュータ

• その他の独立する安定化した 12 V 電源

注注注意意意: SeaTalkng は、専用の電源入力を持つ多機能ディスプ
レイやその他の機器には電源を供給しません。

SeaTalk ののの接接接続続続
既存の SeaTalkシステムに接続するには、SeaTalkと SeaTalkng
間のアダプタケーブルを必ず使用する必要があります。

SeaTalk シシシススステテテムムムののの基基基本本本的的的ななな接接接続続続例例例

12 V dc
12 / 24 V dc

D12058-2

98

11 12

41 2 3

7

5

6 6 7

10

1 i70 計器ディスプレイ
(SeaTalkng)

2 i50速度計器 (SeaTalkng)

3 i50深度計器 (SeaTalkng)

4 Raymarine風見トランスデュー
サ

5 i60風向風速計器 (SeaTalkng)

6 SeaTalkng ケーブル

7 SeaTalk ― SeaTalkng アダプタ
ケーブル

8 速度トランスデューサ

9 深度トランスデューサ

10 12 / 24 V dc電源
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11 SeaTalkコースコンピュータ
(12 V dc電力を SeaTalkネット
ワークに供給)

12 ST6002 パイロットコント
ローラ (SeaTalk)

SeaTalk 付付付属属属品品品
互換製品で使用する SeaTalkケーブルおよび付属品

説説説明明明 品品品番番番 備備備考考考

SeaTalk 3方向ジャ
ンクションボック
ス

D244

1 m (3.28フィート)
SeaTalk延長ケーブ
ル

D284

3 m (9.8フィート)
SeaTalk延長ケーブ
ル

D285

5 m (16.4フィート)
SeaTalk延長ケーブ
ル

D286

9 m (29.5フィート)
SeaTalk延長ケーブ
ル

D287

12 m (39.4フィート)
SeaTalk延長ケーブ
ル

E25051

20 m (65.6フィート)
SeaTalk延長ケーブ
ル

D288

NMEA 2000 ののの接接接続続続
次のどちらかを選択します。

• SeaTalkng バックボーンを使用して、スプールの各
NMEA2000 装置を接続する

• スプールの計器ディスプレイを既存の NMEA2000 バック
ボーンに接続する

重重重要要要: 遮断している 2つのバックボーンを接続して 1つに
まとめることはできません。ただし 2つのバックボーン間
に分離ゲートウェイがある場合を除きます。

NMEA2000機機機器器器ををを SeaTalkng バババッッックククボボボーーーンンンににに接接接続続続すすするるる

12V NMEA 2000

SeaTalkng

D12380-1

3

1

2

4

1. 12V のバックボーン用 dc 電圧源

2. SeaTalkng バックボーン

3. SeaTalkng － DeviceNet アダプタ ケーブル

4. NMEA2000 機器

ユユユニニニッッットトトををを既既既存存存ののの NMEA2000 (DeviceNet) バババッッックククボボボーーーンンンににに
接接接続続続すすするるる

D12377-1

1

4

2

3

1. SeaTalkng 計器ディスプレイ

2. SeaTalkng － DeviceNet アダプタ ケーブル

3. DeviceNet バックボーン

4. NMEA2000 機器

ケーブルと接続部 23
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章章章 5: 場場場所所所ととと取取取りりり付付付けけけ

目目目次次次
• 5.1 ディスプレイの場所の選択 ( 26 ページ)

• 5.2 取り付け ( 27 ページ)

• 5.3 正面べゼル ( 27 ページ)

• 5.4 トランスデューサの場所の選択 ( 28 ページ)
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5.1 デデディィィスススプププレレレイイイののの場場場所所所ののの選選選択択択

通通通告告告: 発発発火火火源源源ののの可可可能能能性性性
この製品は危険な大気環境、または引火性の高い
場所で使用するための承認を受けていません。
機関室や燃料タンク付近など、危険な環境や引火
性の高い場所には絶対に設置しないでください。

場場場所所所全全全般般般ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
ユニットの場所を選択する際は、多くの要因を考慮するこ
とが重要です。

換換換気気気ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
適切な気流を確保するには:

• 機器が適切なサイズのコンパートメントに設置されている
ことを確認してください。

• 通気口が塞がっていないことを確認してください。

• 機器と機器の間のスペースを十分開けてください。

取取取付付付面面面ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
ユニットがしっかりとした設置面に適切に固定されているこ
とを確認してください。船舶の構造に損傷を与えるような場
所にユニットを設置したり穴を開けたりしないでください。

ケケケーーーブブブルルル配配配線線線ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
ユニットがケーブルを正しく配線および接続できる場所に設
置されていることを確認してください。

• 別途指定がない限り、最小ケーブル曲げ半径として 100 mm
(3.94 インチ) が必要です。

• コネクタに負担がかからないように、ケーブルサポートを
使用してください。

水水水ののの侵侵侵入入入
このユニットはデッキの上下に取り付けるのに適していま
す。IPX6標準に準拠した防水加工です。ユニットは防水加工
済みですが、雨や塩水噴霧に長時間、直接さらされることの
ない保護区域に配置することをお勧めします。

電電電気気気的的的干干干渉渉渉
装置から十分離れた場所に設置してください。モーター、発電
機および無線送信機/受信機などと干渉する恐れがあります。

磁磁磁気気気コココンンンパパパススス
ユニットを設置するのに適切な場所を選択する際は、ユニッ
トとコンパス間の距離をできるだけ広く取るようにしてく
ださい。
船舶の磁気コンパスで干渉が発生するのを防ぐには、ユニッ
トと設置コンパスの間が、最低でも 230 mm (9インチ)は空い
ているようにしてください。

視視視角角角ににに関関関すすするるる考考考慮慮慮事事事項項項
ディスプレイのコントラスト、色、夜間モードの性能などは
すべて視角の影響を受けるため、Raymarineでは設置を計画
する際にディスプレイに一時的に電源を入れて、最適な視角
が得られる場所を判断することをお勧めします。

視視視野野野角角角

Dxxxxx-1

70° 70°

70°

70°

製製製品品品寸寸寸法法法

D12389-1

A C G

D E

B F

A 110 mm (4.22インチ)

B 115 mm (4.52インチ)

C 14 mm (0.55インチ)

D 30 mm (1.18インチ)

E 35 mm (1.38インチ)

F 90 mm (3.54インチ)

G 17 mm (0.67インチ)
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5.2 取取取りりり付付付けけけ

取取取付付付前前前ののの確確確認認認
この製品は表面実装用に設計されています。ユニットを取り
付ける前に、次の点を確認してください。

• 適切な設置場所を選択したかどうか。

• ケーブル接続部と配線方法を特定したかどうか

• 正面べゼルを取り外したかどうか

• キーパッド マットを取り外したかどうか

取取取付付付図図図

D12379-1

取取取付付付方方方法法法
1. ユニットの設置場所に選択した場所を確認します。空いて

いる平らな場所に設置し、パネルの後ろが適度に空いてい
ることを確認する必要があります。

2. マスキングテープか粘着テープを使用して、製品に付属の
取付用テンプレートを選択した場所に貼り付けます。

3. 適切なサイズの穴鋸があれば、これを使用して、取付用
テンプレートに示されたとおりに中央の穴開け領域に穴
を開けます。または

4. 適切な穴鋸を使用して、切り出しエリアの四隅にパイロッ
ト穴を開け、ジグソー (糸鋸)を使用して、切り出し線の縁
の内側を切ります。

5. ユニットが切り落とした場所に収まることを確認してか
ら、先端部にやすりをかけて滑らかにします。

6. 取付用テンプレートの表示に従って固定ネジを止めるた
めに必要な穴を開けます。

7. 関連ケーブルをユニットに接続します。
8. 付属ガスケットの裏地をはがし、ガスケットの粘着部分

をディスプレイ ユニットに貼って、フランジにしっかり
と固定します。

9. ユニットを定位置にスライドさせ、付属のネジで固定し
ます。

10.キーパッドマットと正面ベゼルを再装着します。

注注注意意意: ドリル、栓のサイズ、締め付けトルクは、取付面の材
質の厚さと種類によって異なります。

注注注意意意: 付属のガスケットは、ユニットと平らで固い設置麺ま
たはビナクルの間を密閉する役割を果たします。ガスケッ
トはすべての設置環境で使用してください。設置面または
ビナクルが完全に平らで固くない場合や、表面の仕上げが
粗い場合は、航海仕様のシーラントを使用することが必
要になる場合もあります。

5.3 正正正面面面べべべゼゼゼルルル

正正正面面面ベベベゼゼゼルルルののの取取取りりり外外外ししし

D12372-1

1 2

3 4

注注注意意意: ベゼルの取り外しは慎重に行ってください。ベゼルを
外すのに工具は使用しないでください。工具を使用すると
損傷する恐れがあります。

1. 2に示すように、ユニットの上部と横を指で持ち、ユニッ
トからベゼルを外すようにします。
ベゼルがユニットの上部と横から外れます。

2. 3に示すように、ユニットの反対側からベゼルを外します。
4に示すように、ベゼルがユニットから完全に外れます。
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5.4トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの場場場所所所ののの選選選択択択

風風風見見見トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ / Rotavecta ののの場場場所所所ににに
関関関すすするるる要要要件件件
風向風速トランスデューサの場所を選択する際は、多くの要
因を考慮することが重要です。
トランスデューサの設置場所は、次の要件を満たしている必
要があります。

• 設置と保守点検を行うのに十分な余裕を設けてください。

• トランスデューサを遮蔽する可能性がある、または気流
の妨げになる機器からできるだけ高く離れた場所に設置
してください。

• 水平の設置面を用意してください。設置面が適切と思われ
るが水平ではない場合 (例マストトップなど)、適切な梱包
材などで隙間を埋めて必要な水平面を確保してください。

• トランスデューサケーブルを計器ディスプレイに配線する
のに無理のない経路を確保してください。

風風風見見見トトトララランンンスススデデデュュューーーサササととと Rotavectaののの取取取付付付けけけ
風向風速トランスデューサまたは Rotavectaがユニットに付属
の説明書に従って設置されていることを確認してください。
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章章章 6: ごごご使使使用用用ののの前前前ににに

目目目次次次
• 6.1 コントロール ( 30 ページ)

• 6.2 電源 ( 30 ページ)

• 6.3 データ マスター ( 31 ページ)

• 6.4 照明 ( 31 ページ)

• 6.5 キャリブレーション ( 32 ページ)
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6.1 コココンンントトトロロローーールルル

1 32 4
D12375-1

1 Display (Power) (電電電源源源) —計器
のディスプレイのオンとオ
フの切り替え、バックライ
トおよびコントラストレベ
ルの調整を行います。

2 True / App (真真真 /見見見かかかけけけ)—真の
風向と見かけ風向を切り替
えます。

3 VMG —有効速度を表示しま
す。

4 Tack (タタタッッッククク)—風上船首。

6.2 電電電源源源

ユユユニニニッッットトトののの電電電源源源ををを入入入れれれるるる
ユニットへの電源はオンになっているが、ユニットのスイッ
チがオフになっている状態で、次の操作を実行します。
1. ユニットに電源が投入され、データが表示されるまで、

Power(電電電源源源)ボタンを押し続けます (約 2秒かかります)。

注注注意意意: ユニットに電源が投入されると、ユニットは自動的
にオンになります。

ユユユニニニッッットトトののの電電電源源源ををを切切切るるる
1. 電源カウントダウンタイマーが表示され、ゼロに到達す

るまで Power(電電電源源源)ボタンを長押しします (約 6～ 8秒か
かります)。

キキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンンににに関関関すすするるる警警警報報報
電源投入後の最初の 30秒間にデジタルディスプレイの CAL
が点滅した場合は、「キャリブレーション」の項に従ってユ
ニットのキャリブレーションを行ってください。
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6.3 デデデーーータタタマママスススタタターーー
データタイプを表示できる複数のユニットがシステムに含ま
れている場合、トランスデューサに物理的に接続されている
ユニットをデータマスターに設定し、他のユニットをリピー
タに設定する必要があります。

ユユユニニニッッットトトをををデデデーーータタタマママスススタタターーーににに指指指定定定すすするるる
1. ユニットをデータマスターに設定する方法の詳細は、「中

間キャリブレーション」の項を参照してください。

6.4 照照照明明明

バババッッックククララライイイトトトレレレベベベルルルののの調調調整整整
バックライトのレベルは、電源ボタンを使用して調整でき
ます。
標準操作中に、以下の手順を実行します。
1. Power(電電電源源源)ボタンを約 1 秒間押したままにすると、

Backlight(バックライト)ページが表示されます。
2. VMG または Tack(タタタッッッククク) ボタンを使用して、バックラ

イトを必要なレベルに調整します。

注注注意意意: バックライトページは、7秒間活動がないとタイム
アウトします。
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6.5 キキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン
使用を開始する前に、キャリブレーション手順を実行して、
船舶の計器で最適なパフォーマンスが得られるようにする必
要があります。
キャリブレーション手順は次のとおりです。
• User calibration(ユーザーキャリブレーション)
• Intermediate calibration(中間キャリブレーション)
• Group setup(グループ設定)
• Dealer calibration(業者によるキャリブレーション)

注注注意意意: グループ設定はグループ照明に使用するもので、キャ
リブレーションプロセスの一環ではありません。

ユユユーーーザザザーーーキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン
i60詰め開き風向風速計器はリピータディスプレイであるた
め、キャリブレーションは必要ありません。下の手順は i60風
向風速計器のキャリブレーションにのみ適用されます。
ユーザーキャリブレーションのオプションには次のオプショ
ンがあります。
• 風速角度オフセット
• 風速単位

風風風向向向風風風速速速トトトララランンンスススデデデュュューーーサササのののリリリニニニアアアララライイイズズズととと位位位置置置合合合わわわせせせ
風向風速トランスデューサのリニアライズと位置合わせを行
うには、以下の手順を実行します。
十分な間隔を設けた上で慎重な船舶操作で、大きな弧を描く
ように航行する必要があります。
1. ゆっくりと船舶を 2周完全に旋回させます。

x 2

D12415-1

この手順を行うと、風見が自動的にリニアライズされま
す。リニアライズが正常に完了すると、デジタルディスプ
レイが点滅し、ブザーのビープ音が 3回鳴ります。

2. Power(電電電源源源) ボタンと true/app(真真真/見見見かかかけけけ) ボタンを 2 秒
間同時に押すと、ユーザーキャリブレーションメニュー
に切り替わります。

True
App+

D12488-1
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3. Action(操操操作作作)ボタンを押すと、Wind Angle Offset(風速角度
オフセット)ページが表示されます。

D12489-1

4. 船舶を風に向かって走らせ、VMGボタンと Tackボタンを
使用してアナログポインタが 0になるように調整します。

D12490-1

TackVMG

VMGボタンを使用すると海流の値が減り、Tack(タック)ボ
タンを使用すると海流の値が増えます。この作業に伴い、
風速角度オフセットに適用された補正量が表示されます。

5. User Calibration(ユーザーキャリブレーション)ページを終
了する場合は、Power(電電電源源源)ボタンと true/app(真真真/見見見かかかけけけ)
ボタンを同時に約 2 秒間押し続けます。

風風風速速速単単単位位位ののの選選選択択択
風速単位は、ノット/秒またはメートル/秒で表示できます。風
速単位を変更するには、以下の手順に従います。
User Calibration (ユーザー キャリブレーション)ページで、
以下の手順を実行します。

1. Power(電電電源源源)ボタンを押すと、風速単位のページが表示さ
れます。または

D12491-1

2. VMG ボタンと Tack ボタンを操作して、必要な風速単位
を選択します。

3. User Calibration(ユーザーキャリブレーション)ページを終
了する場合は、Power(電電電源源源)ボタンと true/app(真真真/見見見かかかけけけ)
ボタンを同時に約 2 秒間押し続けます。

中中中間間間キキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン
中間キャリブレーションを行うと、次のことができます。

i60風風風向向向風風風速速速 i60詰詰詰めめめ開開開ききき風風風向向向風風風速速速

計器のソフトウェアバー
ジョンを確認する。

計器のソフトウェアバー
ジョンを確認する。

計器のステータスを確認する
(マスターまたはリピータ)。

10

15

20
253035

40

45

50
55 60 5

4

+
D12492-1

CAL

True
App

ソソソフフフトトトウウウェェェアアアバババーーージジジョョョンンンののの確確確認認認
ユニットのソフトウェアバージョンを確認するには、以下
の手順を実行します。
標準操作中に、以下の手順を実行します。
1. Power(電電電源源源)ボタンと true/app(真真真/見見見かかかけけけ)ボタンを 4秒間

同時に押したままにします。
現在のソフトウェアのバージョンが表示されます。ソフト
ウェア バージョンのページは、7 秒間活動がないと自動
的にタイムアウトします。

2. Power(電電電源源源)ボタンを押すと、計器のステータスが表示さ
れます。

計計計器器器のののススステテテーーータタタスススののの確確確認認認
計器のディスプレイのステータスを確認するには、以下の手
順を実行します。
ソフトウェアのバージョンページで、次の操作を行います。
1. Power(電電電源源源) ボタンを押します。

計器のステータスが表示されます (r0 =マスター、r1 =リ
ピータ)。計器のステータスページは、7秒間活動がない
と自動的にタイムアウトします。

業業業者者者ににによよよるるるキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン
業者によるキャリブレーションの手順は次のとおりです。

• ユーザーキャリブレーションオプションのオン/オフの設定

• 必要な風速と角度の設定

• 有効速度 (VMG) 応答の設定

• 船舶表示モードのオン/オフの設定

• 工場出荷時の設定の復元

業業業者者者ににによよよるるるキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンンオオオプププシシショョョンンンののの設設設定定定
業者によるキャリブレーションオプションを設定するには、
以下の手順を実行します。
標準操作中に、以下の手順を実行します。
1. Power(電電電源源源)ボタンと true/app(真真真/見見見かかかけけけ)ボタンを約 14

秒押し続けると、Dealer Cal Entry(業者によるキャリブ
レーション入力) ページが表示されます。
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2. VMGボタンと Tack(タタタッッッククク)ボタンを同時に押すと、User
Calibration (ユーザー キャリブレーション) へのアクセス
ページが表示されます。

+
D12494-1

TackVMG

CALCAL

3. VMGボタンまたは Tack(タタタッッッククク)ボタンを使用して、User
Calibration(ユーザーキャリブレーション)ボタンのオンと
オフを切り替えます。

4. Power(電電電源源源)ボタンを押すと、Wind angle response(風速角
度応答)ページが表示されます。

D12495-1

CAL

5. VMG ボタンまたは Tack(タタタッッッククク) ボタンを操作して、必
要な風速角度応答値を設定します。

6. Power(電電電源源源)ボタンを押すと、Wind speed response(風速
応答)ページが表示されます。

D12496-1

CAL

7. VMGボタンまたは Tack(タタタッッッククク)ボタンを操作して、必要
な風速応答値を設定します。

8. Power(電電電源源源)ボタンを押すと、VMG応答ページが表示さ
れます。

D12497-1

CAL VMG

9. VMGボタンまたは Tack(タタタッッッククク)ボタンを操作して、必要
な VMG 応答値を設定します。

10.Power(電電電源源源) ボタンを押すと、Wind speed response(風
速)ページが表示されます。

D12498-1

CAL

KTS

11.VMG ボタンまたは Tack(タタタッッッククク) ボタンを押すと、Wind
Speed Calibration(風速キャリブレーション) ページが表
示されます。

D12499-1

CAL

TackVMG +

12.VMGボタンまたは Tack(タタタッッッククク)ボタンを使用して、風速
キャリブレーション値を 0.7 に調整します。

13.Power(電電電源源源)ボタンを押すと、Boat Show Mode(船舶表示
モード) ページが表示されます。

D12500-1

CAL

14.VMGボタンまたは Tack(タタタッッッククク)ボタンを使用して、船舶
表示モードのオンとオフを切り替えます。

15.Power(電電電源源源)ボタンを押すと、Factory Reset(工場出荷時リ
セット)ページが表示されます。

D12501-1

CAL

16.VMG ボタンまたは Tack(タタタッッッククク) ボタンを使用して、ユ
ニットの設定を工場出荷時の既定値にリセットします。

17.VMG ボタンまたは Tack(タタタッッッククク) ボタンを使用して、各
ページの現在の値を調整します。

18.Dealer Calibration(業者によるキャリブレーション)ページ
を終了する場合は、Power(電電電源源源)ボタンと true/app(真真真/見見見
かかかけけけ)ボタンを同時に約 2秒間押し続けます。

注注注意意意: ユーザーキャリブレーションへのアクセス、風速お
よび船舶表示モードの各ページは、i60詰め開き風向風速で
は使用できません。
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章章章 7: デデディィィスススプププレレレイイイののの使使使用用用

目目目次次次
• 7.1 ページ ( 36 ページ)

• 7.2 i60 風向風速の操作 ( 36 ページ)

• 7.3 グループ照明 ( 37 ページ)
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7.1 ペペペーーージジジ
使用可能なページはディスプレイの型式によって異なりま
す。使用可能なページを下の表に示します。

i60風風風向向向風風風速速速 i60詰詰詰めめめ開開開ききき風風風向向向風風風速速速

風速 風速

*ビューフォート風速 *最大風速

*最大風速 VMG

*最大真風速度アラーム タック

*真風速度(低)アラーム

*見かけ風速角度(高)アラーム

*見かけ風速角度(低)アラーム

VMG

タック

注注注意意意: *これらのページは一時的に表示され、7秒間活動が
ないと、タイムアウトして前のページに戻ります。

ペペペーーージジジののの変変変更更更
標準操作中に、以下の手順を実行します。
1. いずれかの Power(電電電源源源) ボタンを押して、ページを順

に表示します。
2. VMGボタンを押すと、VMG情報が表示されます。
3. Tack(タタタッッッククク) ボタンを押すと、タック情報が表示されま

す。

7.2 i60 風風風向向向風風風速速速ののの操操操作作作
適切な Rotavectaまたは風見トランスデューサに接続した i60
では、次の操作を行うことができます。

• 真風および見かけ風の方向と速度を表示します。風速情報
は、ノット/秒またはメートル/秒、あるいはビューフォート
風力階級値で表示されます。

• 船舶速度情報がネットワークから使用できる場合に、有効
速度 (VMG) 情報を表示します。

• ネットワークで船首情報が使用可能な場合にタック角度
を表示します。

• 最大風速を表示します。

• 真風速度アラーム (高/低) を表示します。

• 見かけ風速角度アラーム (高/低)を表示します。

注注注意意意: アラームは、マスターユニットとして設定された i60
風向風速計器でのみ使用できます。i60詰め開き風向風速計
器では、アラームは使用できません。

i60 デデディィィスススプププレレレイイイににに関関関すすするるる情情情報報報
i60 計器のディスプレイは、アナログ ポインタとデジタル
ディスプレイで構成されています。

アアアナナナロロログググデデディィィスススプププレレレイイイ
アナログディスプレイポインタには、設定に応じて真風また
は見かけ風向が表示されます。

デデデジジジタタタルルルデデディィィスススプププレレレイイイ
デジタルディスプレイの LCD画面には、次の情報が表示さ
れます。

• ビューフォート風速

• 真風 / 見かけ風速

• 有効速度 (VMG)

• 風上船首

• 最大風速

• 風速アラーム データ

デデディィィスススプププレレレイイイ (電電電源源源) ボボボタタタンンンののの使使使用用用

HI

LO

disp

KTS

KTSKTS

LO KTS

KTS

Display

Display

DisplayDisplay

Display

Display

Display

Tack

10

15

20
253035

40

45

50
55 60 5

3

D12552-1

標準操作中に、以下の手順を実行します。
1. Display(デデディィィスススプププレレレイイイ)ボタンを使用して、使用可能なペー

ジの表示を切り替えます。
2. Tack(タタタッッッククク)ボタンを 3秒間押し続けると、最大風速が現

在の風速にリセットされます。
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注注注意意意: Current wind speed(現現現在在在風風風速速速)ページを除くすべて
のページは一時的に表示され、8 秒経つとタイムアウト
します。

タタタッッックククボボボタタタンンンととと VMGボボボタタタンンンののの使使使用用用

TackTrue/AppDisplay VMG

TACK

VMG

KTS

1

2

D12550-1

標準操作中に、以下の手順を実行します。
1. VMGボタンを押すと、デジタルディスプレイに VMGペー

ジが表示されます。

注注注意意意: VMG情報は、船舶速度情報が使用可能な場合にのみ
使用できます。

2. Tack(タタタッッッククク)ボタンを押すと、デジタルディスプレイに
Tack(タタタッッッククク) ページが表示されます。

注注注意意意: Tack(タタタッッッククク)情報は、船首情報と速度情報が使用可
能な場合にのみ使用できます。

真真真風風風情情情報報報ととと見見見かかかけけけ風風風速速速情情情報報報ののの切切切りりり替替替えええ
ユニットの真風情報と見かけ風速情報の表示を切り替えるこ
とができます。

D12551-1

1

2

標準操作中に、以下の手順を実行します。
1. True / App(真真真/見見見かかかけけけ)ボタンを押して、真風情報と見かけ

風速情報を切り替えます。

• True(真真真)モードでは、上記 1に示されているインジケー
タが表示されます。

• Apparent(見見見かかかけけけ)モードでは、上記 2に示されているイ
ンジケータが表示されます。

7.3 グググルルルーーープププ照照照明明明
同じグループに割り当てられた複数ユニットのバックライトレ
ベルを同期および制御する際に、グループ照明を使用します。
ユニットは、SeaTalkネットワーク経由で共有照明に、また
は SeaTalkng ネットワーク経由でグループ照明に加えるこ
とができます。
SeaTalkネットワークに接続すると、互換性のあるすべてのユ
ニットでバックライトレベルが共有されるようになります (1
つのユニットのバックライトレベルを調整すると、他のすべ
てのユニットのバックライトレベルも変更されます)。
SeaTalkng ネットワークに接続した場合、ユニットをグルー
プ照明に加えて、バックライト レベルを共有するユニット
のグループを割り当てることができます。使用可能なグルー
プは次のとおりです。

• 操舵 1

• 操舵 2

• コックピット

• フライブリッジ

• マスト

• grP1 ～ grP5

グループに割り当てると、1つのユニットのバックライトを調
整した場合に、同じグループに割り当てられているすべての
ユニットのバックライトレベルも変更されます。

ユユユニニニッッットトトのののグググルルルーーープププへへへののの割割割りりり当当当ててて
ユニットをグループの一部として割り当て、グループ照明に
加えるには、以下の手順に従います。
標準操作中に、以下の手順を実行します。
1. Display (Power)(デデディィィスススプププレレレイイイ[電電電源源源])ボタンと True / app

(真真真/見見見かかかけけけ)ボタンを 6秒間同時に長押しします。
Group brightness entry(グググルルルーーープププ明明明るるるさささ入入入力力力)ページが
表示されます。

注注注意意意: Group brightness entry(グググルルルーーープププ明明明るるるさささ入入入力力力)ページ
は一時的に表示され、8秒経つと前のページに戻ります。

2. Display (Power)(デデディィィスススプププレレレイイイ[電電電源源源]) ボタンを押すと、
Group(グググルルルーーープププ) ページが表示されます。

3. VMG ボタンまたは Tack(タタタッッッククク) ボタンを使用して、ユ
ニットの割り当て先グループを選択します。
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章章章 8: アアアラララーーームムムののの使使使用用用

目目目次次次
• 8.1 アラーム ( 40 ページ)
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8.1 アアアラララーーームムム
アラームは注意が必要な状況や危険を知らせてくれます。
特定の条件になると警告を発するようにアラームを設定する
ことができます。
アラームはシステム機能、またはディスプレイに接続されて
いる外部機器で機能します。
アラームイベントが発生すると、アラームの状態を示す可聴
アラームと視覚アラームが発動します。
関連したアラームページ/メニューから、アラームのしきい値
を設定することができます。

計計計器器器アアアラララーーームムム
i60風速風向で使用可能なアラームは次のとおりです。

• 真風速度 (高)

• 真風速度(低)

• 見かけ風速角度(高)

• 見かけ風速角度(低)

注注注意意意: i60 詰め開き風向風速では、アラームは使用できま
せん。

アアアラララーーームムムののの表表表示示示
アラームイベントは、警報音および視覚表示にて示されます。

真真真風風風速速速度度度 (高高高) アアアラララーーームムム

KTS

D12553-1

真真真風風風速速速度度度 (高高高)アアアラララーーームムムは、真風速度が真真真風風風速速速度度度 (高高高)しししきききいいい値値値
以上になると作動します。アラームは、手動で消音するまで
鳴り続けます。

真真真風風風速速速度度度(低低低)アアアラララーーームムム

D12554-1

KTSLO

真真真風風風速速速度度度 (低低低)アアアラララーーームムムは、真風速度が真真真風風風速速速度度度 (低低低)しししきききいいい値値値
以下になると作動します。アラームは、手動で消音するまで
鳴り続けます。

見見見かかかけけけ風風風速速速角角角度度度(高高高)アアアラララーーームムム

D12555-1

HI

見見見かかかけけけ風風風速速速角角角度度度 (高高高) アアアラララーーームムムは、見かけ風速角度が見見見かかかけけけ
風風風速速速角角角度度度 (高高高) しししきききいいい値値値以上になると作動します。アラーム
は、手動で消音するまで鳴り続けます。

見見見かかかけけけ風風風速速速角角角度度度(低低低)アアアラララーーームムム

D12556-1

LO

見見見かかかけけけ風風風速速速角角角度度度 (低低低) アアアラララーーームムムは、見かけ風速角度が見見見かかかけけけ
風風風速速速角角角度度度 (低低低) しししきききいいい値値値以下になると作動します。アラーム
は、手動で消音するまで鳴り続けます。

アアアラララーーームムムををを鳴鳴鳴りりり止止止ままませせせるるる
1. アクティブなアラームを消音化するには、任意のボタン

を押します。

アアアラララーーームムムののの有有有効効効化化化ととと無無無効効効化化化
アラームは、随時有効と無効を切り替えることができます。
該当するアラームページを表示した状態で、次の操作を実行
します。
1. Tack(タタタッッッククク)ボタンを 1秒間押したままにすると、アラー

ムのオンとオフが切り替わります。
アラームがオンになると、アラームのしきい値が表示さ
れます。

アアアラララーーームムムのののしししきききいいい値値値ののの設設設定定定
以下の手順に従って、アラームが作動するしきい値を調整
することができます。

D12557-1

+

-

+KTS KTS

VMG

Tack

TackVMG

該当するアラームページを表示した状態で、次の操作を実行
します。
1. VMG ボタンと Tack(タタタッッッククク) ボタンを同時に押して、調

整モードに切り替えます。
現在のしきい値が点滅を始めます。

2. Tack(タタタッッッククク) ボタンを押すと、アラームのしきい値が増
えます。

3. VMGボタンを押すと、アラームのしきい値が減ります。
4. VMGボタンと Tack(タタタッッッククク)ボタンを同時に押すと、新し

いしきい値が保存され、調整モードが終了します。

注注注意意意: 上の図は、最大真風速度アラームしきい値を設定
する様子を示しています。
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章章章 9: デデディィィスススプププレレレイイイののの保保保守守守

目目目次次次
• 9.1 点検修理と保守 ( 42 ページ)

• 9.2 結露 ( 42 ページ)

• 9.3 機器の定期点検 ( 43 ページ)

• 9.4 クリーニング ( 43 ページ)

• 9.5 ディスプレイ ケースのクリーニング ( 44 ページ)

• 9.6 ディスプレイ画面のクリーニング ( 44 ページ)
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9.1 点点点検検検修修修理理理ととと保保保守守守
この製品には使用者が点検修理できる部品はありません。保
守や修理はすべて Raymarine 認定販売店にお問い合わせく
ださい。 無許可で修理すると、保証が無効になることがあ
ります。

9.2 結結結露露露
特定の大気条件によっては、ユニットの窓に結露が起きるこ
とがあります。結露によってユニットがダメージを受けるこ
とはなく、ユニットの電源を入れて少し時間がたつと、自動
的に消失します。
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9.3 機機機器器器ののの定定定期期期点点点検検検
Raymarineでは、お手元の機器を正しく安全にお使いいただ
くために定期点検を実地することを強くお勧めしています。
次に挙げる項目を定期的に検査してください。

• ケーブルに損傷や磨耗、裂け目などの兆候がないか検査
する。

• ケーブルがすべてしっかり接続されていることを確認する。

9.4 クククリリリーーーニニニンンングググ
最良のクリーニング方法。

本製品をクリーニングする際は、以下の点に注意してくだ
さい。

• ディスプレイ画面を乾いた布で拭かないでください。画面
のコーティングに傷が付きます。

• 研磨剤や酸性の、またはアンモニアが入ったクリーニング
剤を使用しないでください。

• ジェットウォッシュは使用しないでください。
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9.5デデディィィスススプププレレレイイイケケケーーースススのののクククリリリーーーニニニンンングググ
ディスプレイユニットは密閉加工が施されているため、定期的
にクリーニングする必要はありません。ユニットのクリーニ
ングが必要になった場合は、次の基本手順に従ってください。
1. ディスプレイの電源を切ります。
2. 清潔な柔らかい布でディスプレイを拭きます (マイクロ

ファイバーの布が理想です)。
3. 必要であれば、イソプロピルアルコール (IPA)または中性

洗剤を付けて付着油脂を除去します。

注注注意意意: 画面部分のクリーニングには IPAまたはその他の溶
剤・洗浄剤を使用しないでください。

注注注意意意: ある特定の条件で、ディスプレイ画面の内側に結露が
付くことがあります。これでユニットが傷むことはありま
せん。短時間ディスプレイの電源を入れれば消えます。

9.6デデディィィスススプププレレレイイイ画画画面面面のののクククリリリーーーニニニンンングググ
ディスプレイ画面はコーティング加工されています。これに
よって撥水効果とぎらつき抑制効果が得られます。このコー
ティングを傷めないために、次の手順に従ってください。
1. ディスプレイの電源を切ります。
2. 画面を水洗いし、ほこりの粒子や付着塩分を取り除きま

す。
3. 画面を自然乾燥させます。
4. 汚れが残っている場合は、清潔なマイクロファイバー製の

布 (眼鏡店で入手可能)画面をそっと拭きます。
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章章章 10: トトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ

目目目次次次
• 10.1 トラブルシューティング ( 46 ページ)

• 10.2 計器のトラブルシューティング ( 47 ページ)

• 10.3 電源投入のトラブルシューティング ( 48 ページ)

• 10.4 その他のトラブルシューティング ( 49 ページ)

• 10.5 セルフテスト ( 50 ページ)
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10.1 トトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
トラブルシューティング情報は、海洋電子製品設置に関連し
た考えられる原因と必要な是正策を提供したものです。
Raymarine製品はすべて梱包・出荷前に厳密な試験と品質保
証プログラムを終了しています。しかし、お手元の製品に問
題がある場合、本節を手がかりに問題の診断と修正を行うこ
とで、正常な動作に戻せる場合があります。
本書を参照した後もユニットの問題が解決しない場合は、
Raymarineテクニカルサポートにお問い合わせください。
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10.2 計計計器器器のののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
障障障害害害 原原原因因因 操操操作作作

ディスプレイに何も表示されない 電源がありません。 • ヒューズ/サーキットブレーカを確
認してください。

• 電源を確認してください。

• SeaTalk / SeaTalkngのケーブルおよびコ
ネクタがしっかりと接続されている
ことを確認してください。

計器間で SeaTalk / SeaTalkng の情報が送信
されない

SeaTalk / SeaTalkng のケーブルまたはコネ
クタの故障です。

• ユニット間の SeaTalk / SeaTalkng の接続
がしっかりとなされていることを確
認してください。

• SeaTalk / SeaTalkng ケーブルの状態を確
認してください。

• ユニットを 1台ずつ外して、障害のあ
るユニットはどれかを突き止めます。

SeaTalk / SeaTalkng ユニットの一部が機能
しない

SeaTalk / SeaTalkng のケーブルまたはコネ
クタの故障です。

• 機能しているユニットと機能してい
ないユニットの間で SeaTalk / SeaTalkng
コネクタがしっかりと接続されてい
ることを確認してください。

• 機能しているユニットと機能していな
いユニットとの間の SeaTalk / SeaTalkng
ケーブルの状態を確認してください。
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10.3 電電電源源源投投投入入入のののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
電源投入の問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

関連するヒューズとブレーカを確認してください。

電源ケーブルが正常で、すべての接続がしっかりつな
がっており、磨耗などがないことを確認してください。

システム (またはその一部)が
起動しません。

電源に問題があります。

電源の電圧と電流が正しく、十分であることを確認して
ください。
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10.4 そそそののの他他他のののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
その他の問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

関連するヒューズとブレーカーを確認してください。

電源ケーブルが正常で、すべての接続がしっかりつな
がっており、磨耗などがないことを確認してください。

電源とディスプレイの間に断続
的に問題が生じています。

電源の電圧と電流が正しく、十分であることを確認して
ください。

システムのソフトウェアが一致
していません (アップグレード
が必要です)。

www.raymarine.comにアクセスして、最新版のソフトウェア
ダウンロードサポートをクリックしてください。

ディスプレイの動作がおかし
い。

• 予期しないリセットが頻繁
に生じる。

• システムがクラッシュする、
またはその他常軌を逸脱した
動作を示す。

データが破損しています /その
他の不明な問題が発生してい
ます。

工場出荷時の設定にリセットしてください。

重重重要要要: この操作を行うと、製品に保存されていたすべ
ての設定とデータ (ウェイポイントなど)が失われま
す。リセットを行う前に、すべての重要なデータをメ
モリカードに保存してください。
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10.5 セセセルルルフフフテテテススストトト
ユニットには、故障を診断するためのセルフテストが内蔵
されています。Raymarine カスタマー サポートに連絡する
際は、テスト結果のエラー、またはエラー コードを使用し
てください。

セセセルルルフフフテテテススストトトののの開開開始始始
セルフテスト モードにアクセスするには、以下の手順に従
います。
標準操作中に、以下の手順を実行します。
1. ユニットからビープ音が鳴るまで、Display (Power)(デデディィィ

スススプププレレレイイイ(電電電源源源))ボタンと Tack(タタタッッッククク)ボタンを同時に 4
秒間押します。

2. ユニットからビープ音がしたら、直ちに VMG ボタンと
Tack(タタタッッッククク) ボタンを同時に押します。
セルフテストの第 1 段階が開始されます。

3. 各テストの最後に、Display (Power)(デデディィィスススプププレレレイイイ(電電電源源源))
ボタンと True / App(真真真/見見見かかかけけけ)ボタンを同時に押すと、次
の段階に進みます。

セセセルルルフフフテテテススストトトののの段段段階階階
セルフテストには次の段階があります。

セセセルルルフフフテテテススストトト第第第 1 段段段階階階
セセセルルルフフフテテテススストトトののの第第第 1段段段階階階に入ると、ユニットからビープ音が
鳴り、ディスプレイに St、続いて t1と表示されます。
セセセルルルフフフテテテススストトトののの第第第 1段段段階階階では、次のテストが行われます。

• SeaTalk / SeaTalkng セルフテスト。送受信回路を調べます。

• EEPROM テスト (読み取りと書き込み)

テストに合格すると、ディスプレイに Pと表示されます。
不合格の場合は、次のエラーコードが生成されます。

エエエラララーーーコココーーードドド

F01

F02

セセセルルルフフフテテテススストトト第第第 2 段段段階階階
セセセルルルフフフテテテススストトトののの第第第 2段段段階階階に入ると、ユニットからビープ音が
鳴り、ディスプレイに 1秒間 t 2と表示されます。
セセセルルルフフフテテテススストトトののの第第第 2段段段階階階では、次のテストが行われます。

• バックライトのテスト。1 秒ごとにオンとオフを切り替
えます。

• 任意のボタンを押すと、ビープ音が鳴ります。

• ディスプレイのテスト。次の順序で LCD部分をテストし、
1 秒ごとに次のように表示を切り替えます。

D4491-2

1 2 3

D4491-3

テストの最中に、ディスプレイボタンをそれぞれ押して、ボ
タンを押すたびにブザーが鳴ることを確認します。
発生する可能性がある問題を次の表に示します。

故故故障障障

無照明。

ボタン照明エラー。

ダイヤル照明の劣化。

ボタンを押してもビープ音が鳴らない。

LCD部分が完全に欠落している。

LCD部分に問題がある。

ポインタが回転しない、または異常な動きをする

セセセルルルフフフテテテススストトト第第第 3 段段段階階階
セセセルルルフフフテテテススストトトののの第第第 3段段段階階階に入ると、ユニットからビープ音が
鳴り、ディスプレイに 1秒間 t 3と表示されます。
セセセルルルフフフテテテススストトト第第第 3 段段段階階階では、ポインタのオフセットと補正
が行われます。
Display (Power)(デデディィィスススプププレレレイイイ[電電電源源源])ボタンを押してポイン
タを右回りに回し、目盛りと合わせます。
ポインタが合っていない場合は、VMG (左回り)と Tack(タタタッッッ
ククク) (右回り) ボタンを使用して、正しく調整されるまでポイ
ンタのオフセットを手動調整します。

セセセルルルフフフテテテススストトト第第第 4 段段段階階階
セセセルルルフフフテテテススストトトののの第第第 4段段段階階階を行うには、状態が良好であること
がわかっているトランスデューサが接続されており、船舶が
十分な速度で航行している必要があります。
セセセルルルフフフテテテススストトトののの第第第 4段段段階階階に入ると、ユニットからビープ音が
鳴り、ディスプレイに 1秒間 t 4と表示されます。
セセセルルルフフフテテテススストトトののの第第第 4 段段段階階階では、トランスデューサのテスト
が行われます。
テストに合格すると、ディスプレイに Pと表示されます。
不合格の場合は、エラー コードがディスプレイに表示され
ます。

エエエラララーーーコココーーードドド 故故故障障障

F5 Rotavecta

F3 風見

F4 風速計

セルフテストの第 4段階を終了してポインタのオフセット補
正を保存するには、Display (Power)(デデディィィスススプププレレレイイイ[電電電源源源])ボタ
ンと True / App(真真真/見見見かかかけけけ)ボタンを同時に 2秒間押します。
ポインタのオフセット補正を保存せずにセルフテストの第 4
段階を終了するには、Display (Power)(デデディィィスススプププレレレイイイ[電電電源源源])
ボタンと True / App(真真真/見見見かかかけけけ)ボタンを同時に押します。
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章章章 11: テテテクククニニニカカカルルル サササポポポーーートトト

目目目次次次
• 11.1 Raymarine カスタマー サポート ( 52 ページ)

• 11.2 ソフトウェア バージョンの確認 ( 52 ページ)

テクニカル サポート 51



11.1 Raymarineカカカスススタタタマママーーーサササポポポーーートトト
Raymarineでは、総合的なカスタマーサポートサービスを提
供しています。カスタマー サポートへのお問い合わせは、
RaymarineのWebサイト、お電話および電子メールをご利用
いただけます。問題を解決できない場合には、いずれかの手
段でさらなる支援を受けてください。

Web サササポポポーーートトト
次の弊社 Webサイトにあるカスタマーサポートにアクセス
してください。
www.raymarine.com
Webサイト上では、よくある質問、修理情報、電子メールに
よる Raymarineテクニカルサポート部門への相談、世界各地
の Raymarine 取扱店をご覧になれます。

電電電話話話おおおよよよびびび電電電子子子メメメーーールルルににによよよるるるサササポポポーーートトト
アアアメメメリリリカカカ合合合衆衆衆国国国内内内：：：

• Tel: +1 603 881 5200 内線 2444

• Email: Raymarine@custhelp.com

英英英国国国、、、欧欧欧州州州、、、中中中東東東、、、まままたたたははは極極極東東東：：：

• 電電電話話話: +44 (0)13 2924 6777

• 電電電子子子メメメーーールルル: ukproduct.support@raymarine.com

製製製品品品情情情報報報
修理をご希望される場合には、次の情報をお手元にご用意く
ださい。

• 製品名。

• 製品の ID。

• シリアル番号。

• ソフトウェアアプリケーションのバージョン。

製品内のメニューを使って、これらの製品情報を入手でき
ます。

11.2ソソソフフフトトトウウウェェェアアアバババーーージジジョョョンンンののの確確確認認認
以下の手順に従って、ユニットのソフトウェア バージョン
を確認してください。
標準操作中に、以下の手順を実行します。
1. Display (Power)(デデディィィスススプププレレレイイイ[電電電源源源])ボタンと True / app

(真真真/見見見かかかけけけ)ボタンを 4秒間同時に長押しします。
ソフトウェアのバージョンが画面に表示されます。
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章章章 12: 技技技術術術仕仕仕様様様

目目目次次次
• 12.1 技術仕様 ( 54 ページ)
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12.1 技技技術術術仕仕仕様様様
公称電源電圧 12 V dc

動作電圧範囲 10 V dc～ 16 V dc

電力消費 • < 1 W標準 (ディスプレイのみ)

• 2.4 W最大 (トランスデューサ接続状態)

電流 • 45～ 65 mA標準 (ディスプレイのみ)

• 200 mA最大 (トランスデューサ接続状態)

LEN (詳細は、SeaTalkng リファレンスマニュアルを参照) 4

環境 動作温度: –20ºC～ +55ºC
保存温度: –30ºC～ +70ºC
相対湿度: 93%
防水: IPX6

接続 • SeaTalkng 接続 2つ (SeaTalkに準拠)

• トランスデューサ接続

適合性 欧州 2004/108/EC
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章章章 13: スススペペペアアアおおおよよよびびび付付付属属属品品品

目目目次次次
• 13.1 風向風速トランスデューサ ( 56 ページ)

• 13.2 スペア ( 56 ページ)

• 13.3 SeaTalkng ケーブルおよび付属品 ( 57 ページ)

• 13.4 コンバータ ( 58 ページ)
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13.1風風風向向向風風風速速速トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ
i60では次の風向風速トランスデューサが使用できます。

説説説明明明 品品品番番番 備備備考考考

風見トランス
デューサ

E22078

Rotavectaトランス
デューサ

Z195

注注注意意意: 他にも使用可能なトランスデューサがあります。最寄
りの Raymarine販売店にお問い合わせください。

13.2 スススペペペアアア
i60 計器ディスプレイで使用可能なスペア部品を下の表に示
します。

説説説明明明 品品品番番番 備備備考考考

i50 / i60 / i70正面ベ
ゼル

R22168

i50 / i60 / i70サンカ
バー

R22169

i60キーパッド R70133
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13.3 SeaTalkng ケケケーーーブブブルルルおおおよよよびびび付付付属属属品品品
互換製品で使用する SeaTalkng ケーブルおよび付属品

説説説明明明 品品品番番番 備備備考考考

バックボーンキッ
ト

A25062 内容:

• 2 x 5 m
(16.4 フィート)
バックボーン
ケーブル

• 1 x 20 m
(65.6 フィート)
バックボーン
ケーブル

• 4 x T-字型

• 2 xバックボー
ンターミネータ

• 1 x電源ケーブ
ル

SeaTalkng 0.4 m
(1.3 フィート)
スプール

A06038

SeaTalkng 1 m
(3.3 フィート)
スプール

A06039

SeaTalkng 3 m
(9.8 フィート)
スプール

A06040

SeaTalkng 5 m
(16.4 フィート)
スプール

A06041

SeaTalkng 0.4 m
(1.3 フィート)
バックボーン

A06033

SeaTalkng 1 m
(3.3 フィート)
バックボーン

A06034

SeaTalkng 3 m
(9.8 フィート)
バックボーン

A06035

SeaTalkng 5 m
(16.4 フィート)
バックボーン

A06036

SeaTalkng 9 m
(29.5 フィート)
バックボーン

A06068

SeaTalkng 20 m
(65.6 フィート)
バックボーン

A06037

SeaTalkng -終端むき
出し 1 m (3.3フィー
ト)スプール

A06043

SeaTalkng -終端むき
出し 3 m (9.8フィー
ト)スプール

A06044

SeaTalkng 電源ケー
ブル

A06049

SeaTalkng ターミ
ネータ

A06031

SeaTalkng T字型 A06028 1 x スプール接続
を装備

SeaTalkng 5 方向コ
ネクタ

A06064 3 x スプール接続
を装備

説説説明明明 品品品番番番 備備備考考考

SeaTalk - SeaTalkngコ
ンバータ

E22158 SeaTalk 装置と
SeaTalkng システム
との接続が可能

SeaTalkng インライ
ンターミネータ

A80001 スプールケーブ
ルとバックボーン
ケーブルの終端を
直接接続。 T字型
コネクタは不要

SeaTalkng ブランキ
ングプラグ

A06032

SeaTalk (3ピン)－
SeaTalkng アダプ
タケーブル 0.4 m
(1.3 フィート)

A06047

SeaTalk2 (5 ピン)
－ SeaTalkng アダプ
タケーブル 0.4 m
(1.3 フィート)

A06048

DeviceNetアダプタ
ケーブル (メス)

A06045 NMEA 2000装置と
SeaTalkng システム
との接続が可能

DeviceNetアダプタ
ケーブル (オス)

A06046 NMEA 2000装置と
SeaTalkng システム
との接続が可能

DeviceNetアダプタ
ケーブル (メス)－
終端むき出し

E05026 NMEA 2000装置と
SeaTalkng システム
との接続が可能

DeviceNetアダプタ
ケーブル (オス)－
終端むき出し

E52027 NMEA 2000装置と
SeaTalkng システム
との接続が可能
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13.4 コココンンンバババーーータタタ
品品品番番番 説説説明明明

E22158 SeaTalk - SeaTalkng コンバータ
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付付付録録録 A NMEA 2000のののセセセンンンテテテンンンススス
i60計器の有効範囲でサポートされている NMEA 2000パラメータグループ番号 (PGN)のセンテンスを示します。

PG 名名名 PGN i60風風風向向向風風風速速速送送送信信信 i60風風風向向向風風風速速速受受受信信信

ISO承認 59392 ●

ISOリクエスト 59904 ●

ISOアドレス要求 60928 ● ●

ISO命令アドレス 65240 ●

NMEAリクエストグループ機
能

126208 ●

NMEAコマンドグループ機能 126208 ●

NMEAグループ承認機能 126208 ●

PGNリスト — PGNのグルー
プ送信機能

126464 ●

PGNリスト — PGNのグルー
プ受信機能

126464 ●

製品情報 126996 ● ●

船首 /タック 127237 ●

船首 127250 ●

磁気偏差 127258 ●

速度 128259 ●

COGと SOGの高速更新 129026 ●

GNSSの位置データ 129029 ●

風データ 130306 ● ●
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